（競技参加者当日配布用）
日本介護福祉士養成施設協会近畿ブロック会
第２回　介護創造力コンテスト～介護過程の展開～
開催要綱
１．開催趣旨
　このコンテストは、近畿ブロックの介護福祉士養成校で学ぶ学生が、介護を「創造」する力、とりわけ介護過程のアセスメント力・計画作成力・プレゼンテーション力を競うコンテストです。
このコンテストは以下の３つの目的をもっています。

(1)社会に対して、介護福祉士養成校の存在意義を発信する。「コンテスト」という形で、介護福祉士養成校の教育レベル、学生レベルの高さを社会に発信する。
(2)コンテストを通して、学校を超えて教員同士が切磋琢磨し、教育力を向上させる。また、教育内容・方法の標準化を推進する。これにより介護福祉士養成校教育全体の質の向上を図る。
(3)コンテストを通して、学生の学習全般に対するモチベーションを上げ、介護を「創造」する力、とりわけ介護過程のアセスメント力・計画作成力・プレゼンテーション力の向上を図る。

　近畿ブロックを先駆けとして、全国レベルで展開することを目指しています。　今回のコンテストは、日本介護福祉士養成施設協会の全国教職員研修会のプログラムに組み込みました。全国の教職員に観ていただくことで、全国レベルの展開に弾みがつくことを期待しています。

２．開催日時
平成２９年　９月１７日（日）　コンテスト第１次予選　⇒台風のため中止
平成２９年１１月１９日（日）　コンテスト第２次予選　　　 9:00～12:00
　　　　　　　　　　　　　　　　コンテスト全体会（決勝）　14:00～16:00
                                コンテスト結果発表・表彰　17:30～18:00
３．場所
大阪城南女子短期大学　（大阪市東住吉区湯里6丁目4-26）

４．主催
　日本介護福祉士養成施設協会近畿ブロック会
「第２回介護創造力コンテスト～介護過程の展開～」実行委員会
　 　事務局　南海福祉専門学校　ＴＥＬ072-262-1094　ＦＡＸ072-261-7886
　　    　　（担当　野村　脩（実行委員長））
　今回は日本介護福祉士養成施設協会近畿ブロック会の平成29年度全国教職員研修会実行委員会と共同で実施します。

５．競技者
・日本介護福祉士養成施設近畿ブロック会の所属校の学生（訓練生を含む）
　・１校あたり１チーム（１課程あたりではありません）
　・１チーム４名　（３名以下も認めます。学年、年齢は自由です）
　
６．競技参加費
　無料

７．参加賞・賞品
　・全チームに参加賞（閉会前にお渡しします）
・決勝進出チーム（上位３チーム）には賞状および賞品
・優勝チームにはトロフィー

８．全体会（決勝）の参加者（観戦者）
　全国教職員研修会に参加の介護福祉士養成校の教職員、応援学生など

９．第２次予選・決勝（11月19日）のタイムテーブル
	8:30　
	・競技者集合　大阪城南女子短期大学第５学舎　
（8:15から受付開始）

	9:00～12:00
	第２次予選（動画視聴13分間含む）

	12:00～14:20

	・休憩・昼食
・決勝準備
※14時から全体会は開始していますが、競技参加者は予選で使用した部屋で待機します

	14:20
	・決勝進出（上位3位）校決定←部屋に係員が来て伝えます
・決勝進出3校の代表者は1階に集合し、じゃんけんで発表順を決定します
・全チームのUSBメモリーは係員に提出します
・決勝進出校がパワーポイントを使用する場合、その用紙はプリンとアウトされ、チームの手元に届きます

	14:30
	・決勝不参加５校が1階に集合→第2学舎のコンテスト会場に移動

	14:40
	・決勝進出３校が1階に集合→第2学舎のコンテスト会場に移動

	14:50
	・決勝不参加校５校は会場に着席
・決勝進出3校は会場のホール前のロビーで待機します

	15:00～16:00
	・決勝（上位３チームが15分間ずつ、介護観を踏まえて予選の解答内容についてのプレゼンテーションを行います）

	16:00～17:30　
	決勝審査　※この時間帯は教職員研修会で講演会が予定されて
います。講演を聴講することは可能です

	17:30～18:00
	・参加校紹介（名前を呼ばれた学校は立って、会場に向かって礼をしてください）　
・講評・結果発表・表彰

	18:00　
	閉会　写真撮影（参加８校全員で写真撮影をします）



10．競技方法
【予選】
①競技は１チーム1部屋が用意されます。パソコン、プロジェクター、スクリーンは用意しています。
②事例の情報（紙面と動画）から、「共通の解答用紙」にてニーズ／生活課題を抽出し、優先順位をつけた上で、具体的計画を立案します。
③紙面情報はデータでも提供されます。動画データ、「共通の解答用紙」のデータとともに会場設置のノートパソコン（１台）にセットされたUSBメモリーに入っています。
④「共通の解答用紙」はワード形式にて入力してください。
⑤審査の対象は「共通の解答用紙」のみです。提出は、「共通の解答用紙」だけで良いです。「各学校の介護過程の様式」の使用は任意であり、提出は不要です（審査いたしません）。
⑥複数の審査員にて、ニーズ／生活課題、具体的計画、優先順位と、それぞれの根拠・理由の内容を審査します（優先順位については第１位の根拠・理由のみを記述してもらいます）。特に根拠・理由の内容が重視されます。
⑦上位３チームが決勝に進出できます。
⑧競技中はトイレ以外は割り当てられた部屋からは出られません。

《予選の留意事項》
・予選の解答時間が動画視聴（13分間）を含んで３時間と非常に短時間ですので、通常学校で行っているように「各学校の介護過程の様式」にゆっくり記入していてはおそらく時間が不足します。チームで役割を分担するなど時間の短縮を工夫してください。また、介護過程としては変則的、高度な対応になりますが、通常学校で行っている作業を、思考上のみで高速で行い、多少作業を割愛する必要があるかもしれません。

【決勝】
①決勝は、自チームの「共通の解答用紙」の内容を15分間でプレゼンテーションします。その際、自らの介護観をふまえた説明となるようにしてください。
②持ち時間は、1チーム15分間です。10分経過したところで、ベルが1回、15分終了したところでベルが2回なります。
③プレゼンテーションの形式は口頭のみでも良いし、パワーポイントを使用してもかまいません。
④予選と決勝の間の12時～14時20分で、上位３チーム（に入ると想定するチーム）は休憩および決勝のプレゼンテーションの準備をしてください。決勝時にパワーポイントで発表するチームは14時20分までにパワーポイントを作成してください。その後、発表（15時開始）まではパワーポイントの修正はできません。14時20分に係員にUSBメモリーを提出してください。パワーポイントについては、プリントアウトされたものだけは各チームに返却されます。
⑤決勝進出がわかるのは14時20分くらいです。15時から最初のチームの発表が始まるので、その40分を有効に使ってください。
⑥プレゼンテーションの順番は3チームのじゃんけんで決めます。14時20分に各チームの代表者が第５学舎1階に集まってください。そこで発表順番を決め、その後のスケジュールを説明します。
⑦決勝の審査は、複数の審査員でプレゼンテーションの内容（論旨および表現力）を審査します。
⑧予選の点数に決勝の点数を加算して、総合点で優勝、準優勝、３位が決まります。
⑨上位３チームの「共通の解答用紙」は当日の発表時には会場に配布されておりませんので、その点に留意してプレゼンテーションを行ってください。なお、翌日の日本介護福祉士養成施設協会の全国教職員研修会での本コンテスト報告時に、会場の参加者に配布しますので、了承のほどよろしくお願いいたします。

11．競技参加者の当日持ち物
・各養成校で使用している介護過程のシート（必要に応じて）、筆記用具
・情報検索および入力を目的としたスマートフォン、タブレット、ノートパソコン等の使用も可能ですので、必要ならば持参してください。各部屋に準備されているパソコンはインターネットにはつながりません。Wi-Fi環境もありません。ポケットWi-Fi等の持ち込みは可能です。
・昼食、飲み物

12．競技参加校

	1
	神戸女子大学

	2
	大阪城南女子短期大学

	3
	大阪人間科学大学

	4
	近畿社会福祉専門学校

	5
	南海福祉専門学校

	6
	京都女子大学

	7
	福井県医療福祉専門学校

	8
	若狭医療福祉専門学校


（順不同）計８校

13．一般参加者の申し込み方法
・応援のための学生は観戦できます。
・当日参加も可能ですが、参加人数の把握のため、できるだけ11月15日（水）までに下記申込み先までメールにて申し込んでください。その際、①人数、②学校名を明記してください。

【お問い合わせ先】
南海福祉専門学校　野村　脩（おさむ）
メールアドレス　amenimomakezu@leto.eonet.ne.jp
住所　　　592-0005　大阪府高石市千代田6-12-53
電話番号　072-262-1094　　ＦＡＸ　072-261-7886
以上
参加者への注意事項
●競技時間は9時～12時の３時間です。9時から14時20分（決勝進出上位３校決定）までは、原則として、チームごとに割り当てられた部屋で過ごしてください。校外への外出は原則として禁じます。昼食も各部屋で食べてください（昼食は必ず持参してください）。飲み物の自動販売機は１階にあります。

●予選開始（９時）から14時20分（決勝進出上位３校決定）までは、自校の先生や学生、他校の学生などチームメンバー以外の者との接触および連絡は、原則として禁じます。

●予選の配点は100点、決勝（プレゼンテーション）の配点は20点です。計120点満点です。

●予選評価は相対評価となっています。観点（１）は全審査員が評価をし、その他の項目の審査は担当審査員が審査をし、それらを足して全体の協議をして得点を出します。

●ゴミは、各教室と廊下の所定のゴミ箱へ捨ててください。
[bookmark: _GoBack]
●トイレ及び競技室は、当日配布する会場図を参照ください。

●各部屋を担当する係員を置いているので、何かあればその係員に相談してください。

●当日は新聞社からの取材が予定されています。　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
1

